
 

音響を用いたコナジラミ類の防除技術の開発 

－省力的で環境にも優しい防除を目指して－ 
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背景とねらい： 
トマト等の施設果菜類では、コナジラミ類とそれらが媒介するウイルス病害が大きな

問題です。コナジラミ類は、おなじカメムシ目のセミのように、腹部から振動信号を発

信し、雌雄間で交信しています。そこで、コナジラミ類の交尾には雌雄間の特徴的な振

動信号による交信が必要であることを逆用し、まったく新たな発想に基づく防除法を開

発しました。すなわち、温室やパイプハウスなど園芸施設内に、擬似的な交信音を照射

することによる音響的防除技術です。この技術は、施設内に音を流すだけであり、極め

て省力的、かつ環境に優しい防除技術となることが期待されます。 

 
特長と効果： 

トマトやキュウリなどを生産する園芸施設において、コナジラミの行動をかく乱する

音を効率的に照射します。この技術を開発するために、まず、体長 1ミリ程度の微小な

タバココナジラミが発する振動（音響）を収録し、その音響学的特性を解明しました

（図１）。 

   

図 1.(左)振動で交信しているタバココナジラミ.(右)録音された音響の解析例. 

 

また、圃場において疑似タバココナジラミ音を効率よく照射するための装置を作製し

ました（図２）。この装置は、制御ボックスとスピーカーから構成されます（図２

左）。制御ボックスは、分かりやすい操作性と、園芸施設内の高温、高湿度の環境にも

問題なく機能する耐久性を備えます。スピーカー部は、水濡れ等からスピーカーを保護

するとともに、少ない台数で園芸施設内に効率よく音を照射できるように、形状に工夫

がなされています（図２右）。また、発生するコナジラミ種やバイオタイプに応じて、

最適な音を任意の時間周期で発生させることが容易にできる操作用プログラムを搭載

し、生産者の方に手軽にお使いいただけることを目指しています。  

 

 
 

図２ 園芸施設用コナジラミ類音響防除装置 
 

社会実装の対象と可能性： 
本装置を適用する作物は、タバココナジラミ、およびトマト黄化葉巻ウイルス

（TYLCV）による病害が問題となっているトマトを想定しています。また、トマトを生

産する園芸施設だけでなく、トマトの育苗施設においても、タバココナジラミの混入と

増殖のリスクを下げるために有用と考えられます。将来は、同じくコナジラミ類と媒介

ウイルスの発生が問題となるキュウリ、メロン等での利用も期待されます。 
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